
WSC 2023

議席権のあるゾーンからのZDをFIPTのセトラーとトラスターに加えるこ

とを承認する

作者：ワールドボード

趣旨：2018年のWSCでの決議を反映させ、議席権のあるゾーンからの

代表者を投票権を持つWSC参加者とし、2020年12月から2021年5月

まで行われた本提案の6ヶ月間のフェローシップ審査を尊重するため。

第 2 条：信託の当事者

WSCにおいてリージョンのデリゲートを通じて各グループから発言権を

与えられたナルコティクス・アノニマスのフェローシップが、設定者およ

び受託者である。

デリゲートとは、WSCに出席しているリージョンとゾーンによって選出

された代表者のことである。

地域とゾーンによって選出された代表者です。Narcotics Anonymous

World Services, Inc.は、この信託の受託者である。

信託の受託者である。Narcotics Anonymous Fellowship of Narcotics

Anonymous全体が、本信託の受益者です。

第3条：信託財産の同一性

信託財産には、すべての回復のための文献、商標、サービスマーク、著作

権、およびフェローシップの他のすべての知的財産が含まれる。時折、受

託者は信託財産を追加、変更、削除することがある。

ナルコティクス・アノニマス ワールドサービス社によって、フェロー

シップの回復のための文献、商標、サービスマーク、著作権、その他すべ

ての知的財産に加えられたすべてのものは、さらにこの信託の対象となる

財産とみなされるものとする。ただし、NAのサービスハンドブックおよ

びその他のサービス資料でNAの世界サービス会議が承認したものは、本

信託の適用範囲から明確に除外される。

回復のための文献とは、主に個々のNAメンバーが使用するため、あるい

はNA回復ミーティングの文脈の中で使用または配布するための、ナルコ

ティクス・アノニマスの書籍、小冊子、パンフレットを指すと考えるべき

である。

NAの回復のための文献だけが、フェローシップの承認を受けたものとし

て指定されている。サービス資料とは、主にNAサービスの理事会または

委員会内での使用を目的とした資料のことを指すと考えるべきである。

#2 付録Bに掲載されたFIPT運営規約への改訂を承認する Yes No Abs

作者：ワールドボード

動議とアンケート集計用紙

この集計用紙は、CAR動議とアンケートに関する回答を集めるために作成しました。

CARは、カンファレンスのウェブページ（www.na.org/conference）よりダウンロード可能です。また

CAR には、動議とアンケートの他に、重要な関連内容のエッセイも含まれています。CAR の要約ビデオ

は、CAR 公開後すぐに www.na.org/conference で公開される予定です。

動議

Yes No Abs#1



趣旨：WSC2018での受託者活動の監査に関する議論を反映させ、現行

の実務、用語、言語を反映させるために運営規約の改訂をするため

付録Bに示された変更案の概要は以下の通り

- WSC 2018 での議論を反映し、WSC だけが受益者である NA フェ

ローシップ全体のために行動できることを明確にするための検査条項の変

更。

- 様々な「ハウスキーピング」編集。

º 現在の構造をよりよく反映するために、WSC の理事会および委員会へ

の言及を更新するための全体的な変更。FIPT は、ワールドボードが設立

される前に書かれたものである。改訂案で提案されている文言は、1993

年のシステムではなく、現在のシステムを記述しています。世界サービス

会議（WSC）、ナルコティクス・アノニマス世界サービス株式会社（NA

ワールドサービス）を指す用語をより一貫したものにする。

º 第 4 条第 12 節、15 ページの「管理委員会の報告義務」を、暦年を

各会計年度に変更し、年次監査の記述に独立したものを加えるという 2

つの編集。

º 全体を通して、代表者、大会参加者、RDを代議員に変更。これらの用

語はすべてNAで広く理解されていますが、これは法的文書であり、用語

の一貫性が重要で、会議参加者には明確な法的定義がありません。

º 24ページにtheという単語を追加し、15ページと31ページでその他の

編集を行い、誤りを修正した。

º 「読者ノート」37ページの検査条項の記述方法を変更し、検査条項自

体への変更提案を反映した記述にした。

#3 付録Dに掲載されたNA知的財産権公報その１の改訂を承認する Yes No Abs

作者：ワールドボード

趣旨：この公報を改訂し、より直接的で明確なガイダンスを提供すること

で、現在の実務、用語、言語を反映させるため

この公報は，大部分が書き直されている。修正案を含む公報の清書は付録

Cに、修正案を追跡するコピーは付録Dに含まれています。

NA知的財産権公報その１の変更案の概要は以下の通りです。

• 書籍化されたものを転載する場合は許可が必要です。

• 公報で明確に表現されていなかった現在の方針が本文に追加されまし

た。NAWSが出版・配布を許可しているのは、現在承認されている回復

に関する文献だけであり、グループはそのバージョン以外は複製できませ

ん。ただし電子形式やオンライン形式はそれには該当しません。

 • 序文が書き直され、著作権に関するセクションは商標に関するセク

ションの前に移動されました。

 • ポリシーとガイドラインを混在させるのではなく、ドキュメント全体

でポリシーという用語を一貫して使用するなど、いくつかのコピー編集の

変更が提案されています。



#4 対面またはバーチャルでミーティングを定期的に行っているNAのミー

ティングは、グループブックレットに記載されている6つのポイントを含

む基準を満たし、私たちの伝統に表現されているNAの哲学と一致してい

れば、NAグループになるという選択ができることを承認すること。

(脚注 ：この動議が可決された場合、WSCの決定を反映し、可能なリソー

スとしてバーチャルミーティングベーシックを参照するために、グループ

ブックレットとGLSに脚注を追加する)。

Yes No Abs

作者：ワールドボード

趣旨：バーチャルミーティング（オンライン、電話によるミーティングを

含む）をNAグループとして承認するため

#5 NAサービスのビジョン」を改訂し、「彼または彼女自身の言語と文化」

という表現を「彼ら自身の言語と文化」に変更する。(この動議が可決さ

れれば、「NAサービスのためのビジョン」は、フェローシップが承認し

た回復のための文献を含め、今後の印刷物において改訂されることにな

る。

Yes No Abs

作者：ワールドボード

趣旨：バーチャルミーティング（オンライン、電話によるミーティングを

含む）をNAグループとして承認するため

#6 GWSNA の World Services Translation Policy を変更し、第 6 版ベー

シックテキストに現地で開発された個人の物語を、それがその言語の「ホ

ワイトブック」に最初に掲載されたものであれば、6 つまで掲載できるよ

うにすることを承認する。これらのストーリーは 「Our Members

Share」の中のローカル専用のセクションに掲載され、以下の文言がその

前に挿入される。

Yes No Abs

A Vision for NA Service は、世界中のアディクトが、私たちのメッ
セージを自国の言語と文化で体験する機会を手にする日を待ち望んでいま
す。そのビジョンを追求するために、リトル・ホワイト・ブックにローカ
ルストーリーを掲載したコミュニティや言語グループは、その中から 6つ
までベーシックテキストに掲載することができます。これらの[数字を記
入]のストーリーは、もともと[言語を記入]版リトル・ホワイト・ブック
に掲載され、[西暦を記入]年に出版されたものです。

作者：ワールドボード

趣旨:　主要なテキストにある「世界中の一人ひとりのアディクトに、私た

ちのメッセージを体験する機会を提供する」というNAのビジョンをより

よく反映させるため。

#7 現在2024年に任期が切れる6人のワールドボードメンバーの任期を、次

のWSCのサイクル終了時まで延長する。

Yes No Abs

作者：ワールドボード

趣旨：すでに実施されている WSC サイクルの変更に対応し、ワールド

ボードの任期がカンファレンスサイクルの途中で終了することを回避する

ため。

#8 コロナウィルスパンデミックの結果、NAワールドコンベンション

（WCNA）のローテーションを2024年以降一時停止すること。2024年

以降、ワールドボードが今後何が可能で現実的かを判断し、カンファレン

ス参加者の承認を得るために 。

Yes No Abs



作者：ワールドボード

趣旨：既に発生したWSCとWCNAのローテーションの乱れ、イベント費

用の増加、その他パンデミックによる変化を考慮すると、WSCとWCNA

のローテーションを見直し、将来的に何が可能で現実的かをワールドボー

ドが評価し、カンファレンス参加者からの承認を得る必要がある。

#9 2023 年 WSC から 2029 年 WSC まで、3 年周期の世界奉仕会議を

試験的に開催することを承認する件。2029 年以降は、別の決定がなされ

ない限り、WSC のサイクルは 2 年に戻される。

Yes No Abs

作者：ワールドボード

趣旨:パンデミック時に学んだことを実践し、より直接的にメッセージを伝

える活動に資源をシフトできるようにするため。これにより、WSCの資

源配分は、ワールドサービスにおいて行われた他の変更 （職員レベルの

削減や、WB対面式ミーティングの50％削減）に寄り添った形となるで

しょう。

#10 動議9が採択された場合、カンファレンスサイクルの中間に、法律上必要

な決定やCPが選択した決議をするために、暫定的な仮想WSCを承認す

る。2020-2023年サイクルで実施されたように、資料はCATと同じ締

め切り条件（90日前まで）でNA.orgに掲載され、投票権のあるすべての

CPがポールに参加し、議論したいトピックスを選択する。

Yes No Abs

作者：ワールドボード

趣旨：CPが、対面式会議と会議の間にWSCの業務に対処できるようにす

るため。

#11 動議9が採択された場合、CARの発表時期を、ワールドサービス開始の

150日前という現在の方針より30日早くする変更を承認すること。新し

い CAR の発行日は、英語版では WSC 本会議の180 日前、翻訳版では

150 日前となる。リージョンおよびゾーンの最終的な動議の締め切り

は、270日とする。CARはna.orgに掲載され、会員には無料で提供され

る。

Yes No Abs

作者：ワールドボード

 趣旨：CARを早期に公開し、その検討時間を延長させるため。

#12  NA ワールドサービスが、議席権のあるリジョンとゾーンからの WSC

へのデリゲートに自動的に資金を提供する現在の方針を、要求に応じて資

金を提供するという方針に変更すること。

Yes No Abs

作者：ワールドボード

趣旨：サービス体がそれを代表するデリゲートに資金を提供することを奨

励し、資金を必要とするリージョンやゾーンが資金を提供できるようにす

るため

#13 WBに、次期WSCのため、毎日の感謝の棚卸しという新しいIPを開発する

プロジェクト計画を作成するよう指示すること。

Yes No Abs

作者：アルゼンチン・リージョン

趣旨：毎日の感謝の気持ちを棚卸しするための新しいIPを開発し、メン

バーのために新しいリソースを作成するため。



#14  ワールドボードに対し、次回 WSC で、NA の文献を性別にとらわれな

い包括的な表現に変更する、または追加表現することを検討するためのプ

ロジェクト計画を作成するよう指示する。

Yes No Abs

作者：スウェーデンおよびオーストラリア・リージョン

共同作者：カリフォルニア北部、ウィスコンシン、オンタリオ・リージョ

ン

趣旨：これは、カンファレンス、フェローシップともに、NA文献をすべ

ての会員にとってより包括的な文献に変えるための有意義な議論ができる

ようにするで動議である。

#15 ワールドボードに対し、次回WSCに向けてプロジェクト計画を作成し、

以下のプロセスを開始するよう指示する。　「NAプログラムとは何か」

に「性別」を追加し、次のような文にすることをフェローシップが承認す

る。「年齢、人種、性別、性自認、信条、宗教、無宗教に関係なく、誰で

も私たちに参加することができます。」

Yes No Abs

作者：南カリフォルニア・リージョン

趣旨：「NAプログラムとは何か」をより性別にとらわれない、包括的な

内容に変えるため

#16 ワールドボードに対し、次回 WSC で、ステップスタディのすべての答え

がベーシックテキスト第4章の一行に関連する小冊子の作成を検討するた

めのプロジェクト計画を作成するよう指示する。

Yes No Abs

作者：バハ・ソン・リージョン

協作者：南フロリダ、メヒコ・オクシデンテ、カリフォルニア北部、カリ

フォルニア南部、サンディエゴ・インペリアルカウンティ・リージョン、

リージョン・デ・メヒコ

趣旨：フェローシップ認定、ベーシックテキストに直接関連するNAス

テップ・スタディ質問集の安価な小冊子を作成すること

#17 WSC2023年以降、現在開発中のすべての翻訳や文献プロジェクトを除

き、新しいリカバリー文献の作成を8年間凍結すること。

Yes No Abs

作者：カリフォルニア内陸部・リージョン

趣旨：新規文献の作成を８年間一時的に停止することで、文献開発の継続

のためではなく、メッセージの伝達により多NAの予算を使えるようにす

るため

#18 ワールドボードに対し、次回の WSC で、米国内外の文献印刷・配布・販

売センターとしてサービスする意思を持つ、あるいは持ちうるナルコティ

クス・アノニマスのサービス委員会にその許可を与えることに対しての調

査をするためのプロジェクト計画を作成するよう指示すること。

Yes No Abs

作者：テハス・ブルーボネット・リージョン

趣旨：その目的は米国内外のNarcotics Anonymousのサービス委員会が

NAの文献を印刷・配布することを許可することの影響を調査すること。

#19 NAWS を通して Narcotics Anonymous のメンバー集合体にアクセス

し、研究を行うことを要請するすべての研究者とその研究課題を審査する

バーチャルの組織審査委員会（IRB）を創設するよう WB に指示するこ

と。

Yes No Abs

作者：ウィスコンシン・リージョン



趣旨：NAメンバーの情報誤用（悪用）を避けるため

#20 NAWSに対し、広報、H&I、受刑者向けステップライティング、FD、

ホットライン（？）、その他のトピックに関する世界規模のウェビナーの

音声記録をna.orgで提供することを指示すること。

Yes No Abs

作者：ウィスコンシン・リージョン

趣旨：世界中のナルコティクス・アノニマスの会員が、他の地域の会員の

経験、強さ、希望（ESH）を聞くことができるようにするため。

#21 NA ワールドサービスに対し、「H&I ハンドブック」を在庫から取り外す

よう指示すること。

Yes No Abs

作者：フリーステート・リージョン

趣旨:WSOの在庫から（もはや有効でない）古いサービスマニュアルを削

除するため

#22 何か動議（Motion）または提案（Proposal）が提出され、WSCでそれ

に対する合意や採択が2回続けて得られなかった場合、既に提案された内

容や趣旨は、CAR／CATまたはWSCの会場で、一回のカンファレンス・

サイクルの間は、フェローシップに提案することができない。

Yes No Abs

作者：南カリフォルニア・リージョン

趣旨：フェローの意思決定プロセスと時間を、責任を持って効果的に使う

ため。

#23 対面式およびバーチャルのWSCは全て、NAメンバーが英語音声でアクセ

スできるよう、ストリーミング配信される

Yes No Abs

作者：ケンタッキアナ・ブルーグラス・アパラチアン・リージョン

協作者：アッパー・ロッキー・マウンテン・リージョン、ロシア語スピー

キングゾーン、西部ロシア・リージョン、北西ロシア・リージョン

趣旨：WSCで行われる内容をNAメンバー全員がよりよく理解できるよう

にするため。

#24 カンファレンス参加者（CP）のウェビナーは、すべて英語音声でNAメン

バーにアクセスできるようストリーミング配信される。

Yes No Abs

作者：ケンタッキアナ・ブルーグラス・アパラチアン・リージョン

協作者：アッパー・ロッキー・マウンテン・リージョン、ロシア語スピー

キングゾーン、西部ロシア・リージョン、北西ロシア・リージョン、

趣旨：CPウェビナーで行われる内容をNAメンバー全体がより深く理解で

きるようにするため。

#25 CARまたはCATに含まれる動議に関するすべての投票とストローポール

（選挙投票を除く）は、すべてのCPが見れるように、誰がどのように投

票したかをリアルタイムで表示する

Yes No Abs

作者：ケンタッキアナ・ブルーグラス・アパラチアン・リージョン

協作者：ロシア語スピーキングゾーン、西部ロシア・リージョン、北西ロ

シア・リージョン

趣旨: 各議案に対しそれぞれのCPがどの様に投票したかを見るため

青色でアスタリスクの付いた項目は、WSCが既に承認したプロジェクト計画作成のための動議によるもの

です。括弧内の日付は、その動議が可決された年です。

メンバーは2023年4月1日までオンライン（www.na.org/survey）で、このアンケートに答えられます。



　

Literrature for older members　高齢メンバーのための文献

Literature for experienced members/ oldtimers 経験の多い/オールドタイマーのための文献

Literature for LGBTQ+ members 　LGBTQ+メンバーのための文献

Dealing with grief in recovery　リカバリーの中で悲しみに対処して

Spirituality in NA: What does it mean that NA is a spiritual, not religious program?

Including a list of spiritual principles with definitions

（特定のグループを）標的にした文献

Literature for younger members　若年メンバーのための文献

Literature for women in recovery* (2020)　リカバリーの中の女性のための文献

NAのスピリチュアリティ：NAは宗教ではなく、スピリチュアルなプログラムだとはどういう意味

か？スピリチュアルな原理（定義つき）のリストを含む

Literature for atheists and agnostics　無神論者と不可知論者のための文献

IP for a daily personal gratitude inventory　　毎日の個人感謝の棚卸のIP

Personal stories about relationships and families in recovery

リカバリーの中での恋愛（人間）関係、家族に関した個人の物語

An IP for newcomers containing the NA suggestions　　新しい仲間のためのNAお薦めを集

めたIPA IP focused on meditation　　瞑想にフォーカスを置いたIP

Dealing with trauma/PTSD in recovery　リカバリーの中でトラウマ/PTSDに対処して

新規リカバリー文献（選択は３つまで）

新規文献不要

　No new recovery lit　新規リカバリー文献は不要

Step working booklet focused mainly on Steps 1–3, aimed primarily at new members and

those in treatment and drug courts

新しい仲間、トリートメントセンター、ドラッグコートからのメンバーのための、ステップ１から3

までに焦点をおいたステップワーク小冊子

On using social media in NA* (2018)　　NA内でのソーシャルメディアの活用について

（2018）

Members’ experience, strength, and hope on trustworthiness and trusting the process

自分の信頼に値する人間性とそのプロセスを信頼することに関してのメンバーの経験、強さと希望

Step working guide aimed at members not new to working the Steps

 ステップに取り組むのが初めてではないメンバーのためのステップワーキングガイド

新規IPまたは小冊子作成

DRT/MAT as it relates to NA* (2018) 　NAに関連してのDRT/MAT（2018）

Booklet of Step study questions taken from Chapter Four, “How It Works,” in the Basic

Text   ベーシックテキスト　第四章「どのように効果があるか」からのステップスタディの質問集

小冊子

ステップワークのサポートとなる新規文献



メンバーは2023年4月1日までオンライン（www.na.org/survey）で、このアンケートに答えられます。

NEW SERVICE MATERIAL (CHOOSE UP TO 3)

新規サービス資料（選択は３つまで）

Public relations　　PR

PR video explaining what NA is, how it works, and how to contact us* (2020)

「NAとは何か、どのように効果があるか、連絡するには」を説明するPRビデオ（2020）

Revise H&I Service and the NA Member　　" H&I サービスと NA メンバー”を改訂する

Revise PI and the NA Member 　　 "PI と NA メンバー"を改訂する

Revise The Concepts booklet　　"The Concepts booklet"を改訂する

その他

 　その他：

Revise and simplify the Step Working Guides

ステップワーキングガイドの内容が簡潔になるように改訂する

Revise the Sponsorship book　　　”Sponsorship book”を改訂する

Revise Recovery and Relapse　　「回復とリラプス」を改訂する

Revise Accessibility for Those with Additional Needs

”Accessibility for Those with Additional Needs”を改訂する

Revise Am I an Addict?　　「私はアディクトなのだろうか」を改訂する

Literature for First Nations/indigenous members

ファーストネーション・原住民メンバーのための文献

Literature for members who are vetrans　在郷軍人メンバーのための文献

その他

REVISIONS TO EXISTING RECOVERY LITERATURE (CHOOSE UP TO 2)

既存リカバリー文献の改訂（選択は二つまで）

No revisions  改訂不要

  No revisions to recovery literature   リカバリー文献の改訂は不要

Revise an existing piece of NA literature 　既存NA文献の改訂

Add “gender” to “What is the NA Program?” to read: “Anyone may join us

regardless of age, race, gender, sexual identity, creed, religion or lack of religion."

「NAプログラムとは何か」に「性別」を加え、「年齢、人種、性別、性的アイデンティティ、信

条、宗教の有無に関わらず、誰も参加できる」にする。

Review currently approved recovery literature to gender neutralize NA literature, where

possible

現時点で承認されているリカバリー文献をレビューして、NA文献の中で、出来るところは、性別を

中立にする

 　その他：

メンバーは2023年4月1日までオンライン（www.na.org/survey）で、このアンケートに答えられます。



More social media guidelines above and beyond the service pamphlet

サービスパンフレットに書いてある事を超えたソーシャルメディアのガイドライン

More short, focused PR resources such as tools to assist in reaching the medical

community, criminal justice, and those who refer people to NA

医療コミュニティ、司法ほかNAを照会先にしてくれる組織へのアウトリーチを補助するツールと

いった、簡潔でフォーカスをおいたPRのリソース

Sponsorship behind the Walls basics　壁の向こうのスポンサーシップ　基本

Internal PR basics　　NA内部へのPR　ベーシック

Cooperation, not affiliation—our relationship to others, including AA

提携ではなく、協力　ー　AAを含め、ほかの組織との関係

Carrying the NA message effectively　NAメッセージを効果的に伝えるには

Personal application of Concepts and Traditions, as a member and trusted servant

メンバー、トラステッドサーバントとして、個人的にコンセプトと伝統を応用するには

Facilitation basics　　ファシリテーション（司会）ベーシック

NA services 101　NAサービス入門

Virtual service basics (including virtual service meetings, virtual meetings and areas

participating in the service system, virtual workshops and trainings, etc.)

バーチャルサービス・ベーシックス（バーチャル・サービス・ミーティング、バーチャルミーティ

ングやエリアがサービスシステム、ヴァーチャルワークショップとトレーニングが含まれる）

The impact of technology on services and workloads

サービスとやるべき事へのテクノロジーを使った効率化

Best practices for service workshops 　　サービスワークショップ実践ベスト

What is NA World Services and how does it work?

NAワールドサービスとは何か？どの様に機能するか？

Fellowship development basics　FDベーシックス

Our public image: creating confidence in NA

私たちNAの公共イメージ：NAに対する信頼を得るために

Group support forum, local service conference and local service board basics

グループサポートフォーラム（グループ支持公開討論）、ローカルサービス会議とローカルサービ

スの役員へのベーシックス

Collaborating among service bodies　サービス体同士のコラボ（共同プロジェクト）

When service bodies split or reunify　　サービス体が分裂、または再度一体化する時

Description of service commitments at areas and regions

エリア、リージョンレベルでのサービス役割の説明

Effective report writing　　効果的な報告書の書き方

Tools for leadership and mentorship, including as they relate to service bodies and new

meetings　　リーダーシップ・メンターシップ（サービス体や新規ミーティングを含む）のツール



Area treasurers’ and budgeting basics　　　エリアの会計と予算ベーシックス

メンバーは2023年4月1日までオンライン（www.na.org/survey）で、このアンケートに答えられます。

REVISIONS TO EXISTING SERVICE MATERIAL (CHOOSE UP TO 2)

現存のサービス資料改訂（選択は２つまで）

Revise existing service material 　既存サービス資料の改訂

Self-support in NA (what it means, how we handle funds, banking, digital fund flow,

fundraising, misappropriation, etc.)

NA内での自助（その意味、資源をどう扱うか、銀行、デジタル資源の流れ、募金、横領ほか）

Information for creating legal entities/incorporating　　法人組織立ち上げについての情報

Legal, financial, and Seventh Tradition tools　法律、財政、伝統７のツール

How do we protect the NA message and carry the message? (understanding the FIPT

and the issues around illicit literature, local websites, virtual meetings, etc.)

どうやってNAメッセージを守ると同時に伝えるか？（FIPT、非合法な文献、ローカルウェブサイ

ト、バーチャルミーティング、他を理解する）

Other

  Other:

Revise and update the service pamphlet Group Business Meetings, with a section on

using a CBDM process, and the concept of delegation

サービスパンフレット「グループビジネスミーティング」の改訂と更新、CBDM（大多数意見によ

る決議）プロセスの使用に関するセクション、および委任の概念について

Update A Guide to Local Services in NA (GLS)　　NA地域サービスの手引きの更新

Revise Translation Basics　　翻訳ベーシックス改訂

Revise and update Planning Basics　　プラニングベーシックスの改訂と更新

Revise and update PR Basics　　PRベーシックスの改訂と更新

Revise and update H&I Basics　　H&Iベーシックスの改訂と更新

Revise and update the service pamphlet Disruptive and Violent Behavior to reflect

current practices in the Fellowship, and include the issue of sexual predators

サービス・パンフレット「妨害と暴力行為」が*性的捕食者の問題を含め、現時点でのフェローシッ

プの中での実践が反映されるように改訂、更新する

*性的捕食者＝ナンパやセクハラ目的で来るメンバー

Policy in NA—different kinds of policy styles and approaches

NAの方針または規約ー色々ある方針やアプローチのスタイル


